
新機能・業界統一仕様
自販機横リサイクルボックスが天神エリアへ

市政記者各位 令和５年２月13日
環境局ごみ減量推進課

福岡市では、循環型社会の実現に向け、ペットボトル等のプラスチック資源の循環に取り組んで

います。事業者による自主回収の一環として、自動販売機横にはリサイクルボックスが設置されて

いますが、空容器以外のごみ（異物）が約３割混入している※という実態もあり、リサイクルの妨

げとなっています。 ※平成30年(一社)全国清涼飲料連合会調査

この課題を解決するため、清涼飲料業界では異物混入削減効果の高い新機能リサイクルボックス

を開発、2022年秋からは環境省の委託を受け(一社)日本自動販売協会による実証実験が行われると

ともに、その後全国で新機能リサイクルボックスが順次展開されています。

今回、福岡市の天神地区周辺エリアでも新機能リサイクルボックスへの入替が始まります。

福岡市でも、プラスチック資源の循環を推進するこの取組みを応援しています。

市民の皆様への周知についてご協力をお願いします。

１ 対象エリア 天神１～５丁目、大名１丁目～２丁目、今泉１丁目、舞鶴１丁目

２ 入替時期 令和５年２月13日(月)～３月24日(金) ※左記期間以降も市内各所で順次入替を実施予定

３ 設置台数 133基

ごみ箱ではありません！
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新機能リサイクルボックスの特徴

特徴①投入口

投入口が見えにくい角度・高さに設計しカップ等の
入りにくい口径で異物を抑止

特徴②カラー

「ごみ箱感」を払拭する業界統一カラー
「SDGs11.住み続けられるまちづくりを」のオレンジ

特徴③特大啓発スペース

異物抑止を意識させる投入口脇の特大啓発スペース

【問い合わせ先】
●市の３Ｒ推進に関すること
環境局ごみ減量推進課 柿田 電話：711-4029（内2335）

●新機能リサイクルボックスに関すること
（一社）日本自動販売協会 電話 03（6435）7821


